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■ 

日
本
人
が
多
く
居
住
す
る
西
ロ
ン
ド
ン
、
イ
ー
リ
ン

グ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
場
所
に
、
18

世
紀
の
建
築
家
ジ
ョ
ン
・
ソ
ー
ン
一
家
が
暮
ら
し
た
カ
ン

ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
今
号
で
は
、
現
在
は
一
部
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
同
所
を
紹
介
し
た
い
。

　

ジ
ョ
ン
・
ソ
ー
ン
（
左
絵
）
と
い
え
ば
、
ホ
ル
ボ
ー
ン

駅
近
く
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
一
角
に
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
「
マ
ニ
ア
」
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
弊
誌
２
０

２
１
年
９
月
23
日
号
で
も
紹
介
）。
入
り
組
ん
だ
狭
い
空
間

と
天
井
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
古
代
遺
物
や
骨
董
品
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
部
屋
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
の
石
棺
が
鎮
座
す
る
地

下
室
な
ど
、
そ
の
異
空
間
ぶ
り
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
が
、

「
自
宅
兼
オ
フ
ィ
ス
」
だ
っ
た
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
対
し
、

家
族
で
休
暇
を
過
ご
す
「
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
し
て

建
造
さ
れ
た
の
が
ピ
ッ
ツ
ハ
ン
ガ
ー
・
マ
ナ
ー
だ
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
宮
殿
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
・
ホ
ー

ル
な
ど
、
重
要
な
建
築
物
を
次
々
に
手
が
け
た
（
ほ
と
ん

ど
が
現
存
せ
ず
）
ソ
ー
ン
が
、
ピ
ッ
ツ
ハ
ン
ガ
ー
・
マ

ナ
ー
を
購
入
し
た
の
は
１
８
０
０
年
。
裕
福
な
商
人
一
家

が
暮
ら
し
て
い
た
旧
館
の
一
部
（
上
写
真
・
左
端
の
建
物
）

は
解
体
せ
ず
に
残
し
、
そ
の
隣
に
自
身
が
設
計
し
た
本
館

を
建
て
た
。
左
頁
の
写
真
を
見
れ
ば
、
そ
の
違
い
は
一
目

瞭
然
だ
ろ
う
。
旧
館
に
あ
る
応
接
室
や
食
堂
は
柔
ら
か
な

色
調
の
新
古
典
主
義
様
式
だ
が
、
一
方
で
ソ
ー
ン
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
本
館
は
ホ
ル
ボ
ー
ン
の
自
邸
を
彷
彿
と
さ
せ
る

よ
う
な
凝
っ
た
造
り
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
（
上
写

真
の
）
右
端
の
建
物
は
、
今
は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
は
ホ
ル
ボ
ー
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
展
示
品

の
多
く
が
、
こ
の
屋
敷
に
飾
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ

イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
教
授
職
を
得
た
の
を
機
に
、
ホ

ル
ボ
ー
ン
邸
を
大
改
修
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
移
送
し
、

ピ
ッ
ツ
ハ
ン
ガ
ー
・
マ
ナ
ー
は
自
身
の
跡
取
り
と
な
る
長

男
へ
譲
る
こ
と
に
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
建
築
家
に
な
る

こ
と
を
嫌
が
っ
た
放
蕩
息
子
と
は
決
別
す
る
結
果
に
終
わ

り
、
ソ
ー
ン
は
10
年
で
同
所
を
手
放
し
て
い
る
。

　

邸
宅
の
裏
手
に
は
広
々
と
し
た
旧
ガ
ー
デ
ン
が
広
が
り

（
入
場
無
料
）、
ソ
ー
ン
が
所
有
し
て
い
た
当
時
は
、
画
家

の
タ
ー
ナ
ー
が
よ
く
訪

れ
、
一
緒
に
池
で
魚
釣

り
を
楽
し
ん
だ
と
い

う
。
ガ
ー
デ
ン
に
面
し

た
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー

を
テ
イ
ク
ア
ウ
ェ
イ
す

る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
近
場
に
お
住
い
の

人
は
訪
れ
て
み
て
は
？
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ピッツハンガー・マナーを征く
鬼才建築家のカントリーハウス

© Pitzhanger Manor & Gallery. Photo by Andy Stagg（左頁の室内写真３点も含む）
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ソーンは友人や知人、地元の名士らを招いて晩餐会をしばしば開いたが、その際にこの部屋が
使われた。パーティーは午後４時半～５時に始まり、２コース・ディナーの後でデザートが提供
された。

ピッツハンガー・マナー内で、ソーンが最初に設計した部屋。当時は白壁で、彼が手がけたイング
ランド銀行の設計図などが飾られていた。「ヒトデ（starfish）型」と呼ばれたこの天井デザインも、
ソーンの建築の特徴のひとつ。

1768 年に建築家ジョージ・ダンスによって設計された旧館。ソーンは若い頃にジョージ・ダン
スのもとで助手を務めていたため、「師匠」へ敬意を払い、時代遅れとなっていたにもかかわら
ず、内装を変えなかった。

ドーム型天井や暖炉に古代ギリシャ風のモチーフを施した、一家の朝食用の部屋。後にホルボーン
邸にも同様の朝食室をつくっており、ソーンがこのドーム型天井のデザインを気に入っていたこと
が伺える。天井の中央には青空が描かれている。

【オープン時間】	 水～日曜 10:00 ～ 17:00
	 ※	木曜のみ	20:00 まで
【料金】￡９

※ 木曜 17:00 ～ 20:00 は入場無料、
ローカル在住者は日曜 10:00 ～ 12:30
は入場無料（要住所証明）

【最寄り駅】 Ealing	Broadway

※ 2023 年５月 23 日現在

© Pitzhanger Manor & Gallery. Photo by Nick Wood

過去特集はこちらから →
奇才建築家の愛憎がつまった
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　1960 年代、鉄板や鉄骨、パイプなどの廃材を溶接して組み合わせ、色鮮やかに彩色し
た抽象作品で彫刻の新しい領域を切り開いたアンソニー・カロ。世界的な名声を築いた
彫刻家の没後 10 周年を迎え、ピッツハンガー・マナーに併設されたアートギャラリー
ではエキシビションが開かれている（邸宅の入場料込み）。
　1924 年にロンドン郊外で生まれたカロは、工芸学校で彫刻を学んだ後、ケンブリッジ
大学工学部へ進学。卒業後は、英国を代表する現代彫刻家ヘンリー・ムーアの助手を２
年ほど務めている。
　素材、手法、スケール、空間に対する従来の考え方を大きく覆したカロの作品は、自

由な伸びやかさと強靭な構成力が特徴。
1983 ～ 2013 年にかけて制作された 16 点
の主要作品が、ギャラリー内のほか、ガー
デンなどの敷地内に展示中だ。「彫刻家は
未知の世界に飛び込み、新しいものを発
見するのが仕事」と語っていたカロの世
界をご堪能あれ。

屋外に設置されている巨大な「Forum」（1992-94）。

2013年に 89歳で亡くなったカロが、最後に制作
した作品のひとつ「The Eye Knows」（2013）。

エキシビションの目玉作品である「Child's Tower Room」（1983-84）。靴を脱いで、実際に登る
ことができる。この作品は日本でも展示されたことがあるという。

ピッツハンガー・マナー＆ギャラリーで開催中　

 廃材を活用した英現代彫刻家
アンソニー・カロ 展

Anthony Caro:
The Inspiration of Architecture
９月 10日（日）まで

© Pitzhanger Manor & Gallery. Photo by Andy Stagg（写真３点とも）


